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国立がん研究センターの見解と提案 

 
 

１． 現時点の放射性物質による健康被害については、チェルノブイリ事故等のこ

れまでのエビデンスから、原子炉において作業を行っている方々を除けば、ほと

んど問題がないといえる。 

 

２． 現在、暫定的に定められている飲食物の摂取制限の指標については、十分す

ぎるほど安全といえるレベルである。 

 

３． 放射性物質に汚染されたと考えられる飲食物については、放射性物質の半減

期を考えれば、保存の方法を工夫すれば、十分に利用が可能である。 

 

４． 放射線量については、定点でかつ定期的に測定し、放射性物質の種類（ヨウ

素-131、セシウム-134 等）を、定期的に発表を行うことで、国民の方々が安全

であることを理解し、安心が得られると考えられる。 

 

５． 今回の問題となっている原子炉について、当該原子炉から放射性物質が含ま

れるちり等が拡散しないよう、いち早くの対応をお願いしたい。 

 

６． 原子炉での作業が予定されるなど、被ばくの可能性がある方々については、

造血機能の低下のリスクがあるため、事前に自己末梢血幹細胞を保存しておくこ

とを提案する。 

 

７． 今後、国立がん研究センターでは、長期にわたる放射線の発がんへの影響に

ついて、臨床面と研究面から注意深く追跡を行って参ります。 

 

 

 


